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議会のおしらせ No.224 1

３月定例会を開催
29日間で39議案を審議

田川市議会

５月18、19日に、福岡県５大祭りの一つ、「風治八幡宮川渡り神幸祭」が行われました。
祭りの見どころである川渡り神事では、彦山川に入った11基の山笠が威勢よく「がぶり」を披露。
大きく水しぶきが上がると、盛大な歓声と拍手が沸き起こりました。

風治八幡宮川渡り神幸祭開催

令和６年６月１日

６月定例会は、６月17日（月）開会
一般質問は、６月19日（水） ・20日（木）・21日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

※一般質問の通告者が少ない場合は、19日（水）・20日（木）の２日間となる場合があります。
◎本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 議会日程 中　継
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問

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議員提出議案第11号・第13号・第15号・第16号では、陸田議長が除斥となり、梶原副議長（新風会）が議長を務めたため、梶原副
　議長はこの４件の採決に加わっていません。
※除斥：地方自治法第117条により、議会の議長と議員は、自身に直接関係する案件の議事に加われません。その議事の間は退席しています。

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志共産党 清風会 黎明会 清友会新風会

　　

榊
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　松
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佐
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山
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永
　松

田
　守

梶
　原

梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 欠 × × × × × × × 8 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 × × × × × × × 9 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 欠 × × × × × × 9 6

× × × × × 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9 8

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 欠 × × × × × × 9 6

〇 × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 5
【議案第21号】 

田川市市営住宅管理条例の一部改正
について

【議員提出議案第11号】
陸田孝則議員に対する懲罰について

【議員提出議案第13号】
陸田孝則議員に対する懲罰について

【議員提出議案第15号】
陸田孝則議員に対する問責決議について

【議員提出議案第14号】
田川市議会政務活動費の交付に関す
る条例の制定について

【議員提出議案第16号】
陸田孝則議員の公職選挙法及び田川
市政治倫理条例違反疑惑に関する検
証等特別委員会の設置について

陸田孝則議員の公職選挙法及び田川市政治倫理
条例違反疑惑に関する検証等特別委員会の設置について

（提出者：村𠮷［香月、柿田］）【議員提出議案 第16号】

第１回委員会 第２回委員会

討
　論

【賛成討論】香月議員
前回の調査請求（今回とは別の事案）では、政
治倫理審査会から、審査会の調査結果を待たず
に市議会自ら事実関係を調査すべきと指摘され
た。よって、審査会の調査と並行して、市議会
の責任で調査し、政治倫理の確立を目指すべき。

【反対討論】今村議員
政治倫理審査会や関係機関の審査結果等を待つ
べき。その結果、政治倫理基準に違反するなど
と指摘された場合に、市議会として調査すべき。
特別委員会の設置は時期尚早である。

陸田孝則議員が公職選挙法や田川市政治倫理条例に抵触しているのではないかとの疑惑がインターネット
メディアなどで報道されている。また、同様の内容について市民から政治倫理審査会に調査が請求された。
市議会としてこれらの疑惑の検証や対応の検討を行うため、特別委員会を設置するもの。

本会議の映像

２
月

３
月

５
月

４
月 20

日
22
日

26
日

27
日

28
日

１
日

５
日

６
日

７
日

11
日

12
日

13
日

21
日

18
日

23
日

25
日

16
日

20
日

21
日

懲
罰
特
別
委
員
会
⑤

議
会
運
営
委
員
会

３
月
定
例
会（
開
会
）

本
会
議

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

懲
罰
特
別
委
員
会
①

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

懲
罰
特
別
委
員
会
②

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

各
会
派
代
表
者
会
議

懲
罰
特
別
委
員
会
③

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

疑
惑
検
証
等
特
別
委
員
会
①

本
会
議

３
月
定
例
会（
閉
会
）

各
会
派
代
表
者
会
議

疑
惑
検
証
等
特
別
委
員
会
②

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

広
報
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

厚
生
委
員
会

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会
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市 長 提 出 議 案
件　　　　　名 議決結果付託委員会議案番号

令和５年度田川市一般会計補正予算（追加分）
令和５年度田川市一般会計補正予算
令和５年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和５年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和５年度田川市急患医療特別会計補正予算
令和５年度田川市病院事業会計補正予算
令和６年度田川市一般会計予算
令和６年度田川市国民健康保険特別会計予算
令和６年度田川市後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度田川市急患医療特別会計予算
令和６年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計予算
令和６年度田川市病院事業会計予算
田川市事務分掌条例の一部改正について
田川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
田川市会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例等の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
田川市保健センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について
田川市手数料条例の一部改正について
田川市子ども医療費の支給に関する条例等の一部改正について
田川市市営住宅管理条例の一部改正について
田川市学校教育施設整備基金条例の制定について
田川市教育職員の給与等に関する条例の一部改正について
財産の減額譲渡について（旧弓削田中学校の建物・土地）
工事請負契約の締結について（田川市向陽台土壌汚染対策工事）
市道路線の認定について（岩下・若咲３号線）
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（藤本光一氏）
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（槇由紀氏）
田川市固定資産評価員の選任について（野島豊治氏）
田川市市税条例の一部改正について

1

1

2

－ 同　　意

－ 承　　認

－ 承　　認

人権擁護委員候補者の推薦について（古賀勲氏）

2 － 原案可決田川市議会委員会条例の一部改正について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第１号　令和５年度田川市一般会計補正予算］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第２号　令和５年度田川市一般会計補正予算］

諮 　 　 問

報 　 　 告

委 員 会 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案
11
13
14
15

16

－
－
－
－

－

懲罰を科す(陳謝)

可　　決

原案可決

懲罰を科す（戒告）
原案可決

陸田孝則議員に対する懲罰について
陸田孝則議員に対する懲罰について
田川市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について
陸田孝則議員に対する問責決議について
陸田孝則議員の公職選挙法及び田川市政治倫理条例違反疑惑に関する検証等特別委員会の
設置について

｝

可決
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議
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査
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査

一
般
質
問

一
般
質
問

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議員提出議案第11号・第13号・第15号・第16号では、陸田議長が除斥となり、梶原副議長（新風会）が議長を務めたため、梶原副
　議長はこの４件の採決に加わっていません。
※除斥：地方自治法第117条により、議会の議長と議員は、自身に直接関係する案件の議事に加われません。その議事の間は退席しています。

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志共産党 清風会 黎明会 清友会新風会

　　

榊
　原

村
　𠮷

原
　田

石
　松

香
　月

辻
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　藤

小
　林

梶
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々
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今
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髙
　瀬

山
　野

永
　松

田
　守

梶
　原

梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 欠 × × × × × × × 8 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 × × × × × × × 9 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 欠 × × × × × × 9 6

× × × × × 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9 8

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 欠 × × × × × × 9 6

〇 × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 5
【議案第21号】 

田川市市営住宅管理条例の一部改正
について

【議員提出議案第11号】
陸田孝則議員に対する懲罰について

【議員提出議案第13号】
陸田孝則議員に対する懲罰について

【議員提出議案第15号】
陸田孝則議員に対する問責決議について

【議員提出議案第14号】
田川市議会政務活動費の交付に関す
る条例の制定について

【議員提出議案第16号】
陸田孝則議員の公職選挙法及び田川
市政治倫理条例違反疑惑に関する検
証等特別委員会の設置について

陸田孝則議員の公職選挙法及び田川市政治倫理
条例違反疑惑に関する検証等特別委員会の設置について

（提出者：村𠮷［香月、柿田］）【議員提出議案 第16号】

第１回委員会 第２回委員会

討
　論

【賛成討論】香月議員
前回の調査請求（今回とは別の事案）では、政
治倫理審査会から、審査会の調査結果を待たず
に市議会自ら事実関係を調査すべきと指摘され
た。よって、審査会の調査と並行して、市議会
の責任で調査し、政治倫理の確立を目指すべき。

【反対討論】今村議員
政治倫理審査会や関係機関の審査結果等を待つ
べき。その結果、政治倫理基準に違反するなど
と指摘された場合に、市議会として調査すべき。
特別委員会の設置は時期尚早である。

陸田孝則議員が公職選挙法や田川市政治倫理条例に抵触しているのではないかとの疑惑がインターネット
メディアなどで報道されている。また、同様の内容について市民から政治倫理審査会に調査が請求された。
市議会としてこれらの疑惑の検証や対応の検討を行うため、特別委員会を設置するもの。
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［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会
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詳しくは５ページ

詳しくは４～５ページ

詳しくは３ページ

詳しくは５ページ
詳しくは７ページ

詳しくは６～７ページ
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2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

17

18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

総　文
総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
厚　生
厚　生

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
厚　生
建　経
厚　生
総　文
総　文
総　文

総　文

厚　生

厚　生

厚　生
厚　生
建　経
総　文
総　文
総　文
建　経
建　経
－
－
－
総　文

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　　意
同　　意
同　　意
原案可決

市 長 提 出 議 案
件　　　　　名 議決結果付託委員会議案番号

令和５年度田川市一般会計補正予算（追加分）
令和５年度田川市一般会計補正予算
令和５年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和５年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和５年度田川市急患医療特別会計補正予算
令和５年度田川市病院事業会計補正予算
令和６年度田川市一般会計予算
令和６年度田川市国民健康保険特別会計予算
令和６年度田川市後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度田川市急患医療特別会計予算
令和６年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計予算
令和６年度田川市病院事業会計予算
田川市事務分掌条例の一部改正について
田川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
田川市会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例等の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
田川市保健センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について
田川市手数料条例の一部改正について
田川市子ども医療費の支給に関する条例等の一部改正について
田川市市営住宅管理条例の一部改正について
田川市学校教育施設整備基金条例の制定について
田川市教育職員の給与等に関する条例の一部改正について
財産の減額譲渡について（旧弓削田中学校の建物・土地）
工事請負契約の締結について（田川市向陽台土壌汚染対策工事）
市道路線の認定について（岩下・若咲３号線）
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（藤本光一氏）
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（槇由紀氏）
田川市固定資産評価員の選任について（野島豊治氏）
田川市市税条例の一部改正について

1

1

2

－ 同　　意

－ 承　　認

－ 承　　認

人権擁護委員候補者の推薦について（古賀勲氏）

2 － 原案可決田川市議会委員会条例の一部改正について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第１号　令和５年度田川市一般会計補正予算］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第２号　令和５年度田川市一般会計補正予算］

諮 　 　 問

報 　 　 告

委 員 会 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案
11
13
14
15

16

－
－
－
－

－

懲罰を科す(陳謝)

可　　決

原案可決

懲罰を科す（戒告）
原案可決

陸田孝則議員に対する懲罰について
陸田孝則議員に対する懲罰について
田川市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について
陸田孝則議員に対する問責決議について
陸田孝則議員の公職選挙法及び田川市政治倫理条例違反疑惑に関する検証等特別委員会の
設置について

｝

可決

広報たがわ
R6. 6月号
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伊田、後藤寺商店街の振興発展や市内の空き店舗の活性化を図る
ため、空き店舗活用補助金制度をもう少し拡充する施策があって
もよいのではないか。また、市民と協働するような施策も考えて
ほしい。要　望

高齢者人口は増加しているものの、老人クラブの会員数は減
少傾向にある。地域コミュニティーの強化には、老人クラブ
の存在が必要であると考えることから、老人クラブの活性化
に向けて尽力してほしい。要　望

5

議
決
結
果

議
案
審
査

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

【市長提出議案第20号】

POINT

田川市子ども医療費の支給に関する条例等の
一部改正について

本市の子育て支援策を充実させるため、令和６年10月１日から現在中学生まで完全無償化し
ている子ども医療費の適用範囲を18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間にある者（高
校生世代）まで拡大することに伴い、所要の改正を行うもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 

Q 金額は？
A 議員１人当たり年間18万円で、請求した議員
に対して４月に交付されます。年度末に残ってい
る分は市に返還しなければなりません。

Q 正しく使われるの？
A 政務活動費の支出は、全て領収書などの支出
証拠書類を添付して翌年度４月末までに収支報告
書を議長に提出する必要があります。また、この
収支報告書は誰でも閲覧することができます。

Q 何に使うことができるの？
A 市政の課題や市民の意思を把握し、市政に反
映させる活動などに使えます。個人的な活動や政
党・選挙活動などには使えません。

令和５年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容
　３月補正予算では、決算見込みに基づき、使う予定がない予算が減額され、新たに予算措置が必要となっ
た事業が計上されました。歳入歳出とも14億2,016万８千円を減額し、予算総額は348億3,128万２千円と
なりました。委員会における審査内容の一部を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 

令和６年度一般会計予算　常任委員会の主な審査内容
　令和６年度の一般会計予算総額は、341億8,382万７千円で、市長選後の肉づけ予算となった前年度６月補
正予算後の予算と比べ約３億７千万円の減額となっています。各委員会における審査内容の一部を紹介します。

ここに注目 717万1千円減額
雇用機会創出事業費

商店街等の空き店舗の利活用を促進するための空き店舗活用補助金の申請見込み
の減などにより減額するもの。

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

ここに注目 ［歳入］8,542万９千円学校給食費

物価高騰の影響を受ける市民のうち、特に子育て世帯の経済的負担を軽減するための新たな経済的支援策と
して、市内小中学校の学校給食費に関する保護者負担の完全無償化を実施。

委員会の映像➡総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

ここに注目
250万１千円

老人クラブ活動等社会活動促進事業費

老人クラブの組織等の育成や充実を図るための補助金を支給するもの。

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

ここに注目
1,420万１千円

地域のまつり支援事業費

神幸祭や TAGAWAコールマイン・フェスティバル
などの地域で開催される祭りを対象に各種支援を行うもの。

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

コールマイン・フェスティバルは、実
行委員会が実施主体となっているため、
本市の負担を減らすべきではないか。

コールマイン・フェスティバル負担金700
万円の執行に当たっては、これまで本市が
担ってきた実行委員会事務局の移管先を確
保すべきである。

【議員提出議案第14号】（提出者：今村［田守、山野、尾﨑、原田］）

田川市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について

今後、祭りのあり方や運営等を実行
委員会で決めることになっているた
め、その場でしっかりと議論を重ね、
検討していきたい。質　疑 答　弁

要　望

地方自治法に基づき、田川市議会議員が行う調査研究やその他の活動に必要な経費の一部として、議員に
対し政務活動費を交付することに関して、必要な事項を定めた条例を制定するもの。

可決

適正かつ有意義に政務活動費を
活用して市政発展に活かします。
詳しくは、市ホームページも

ご覧ください。

完全
無償化

高校生世代まで子ども医療費完全無償化（令和６年10月～）

本会議の映像

可決
本会議の映像

前年度から１億445万３千円の減額

【令和６年度学校給食費（保護者負担）の見込み】

※今回の無償化の事業規模は、年額で約１.２億円を見込んでいます。

小　学　生
中　学　生

月　額
4,560円
5,340円

年　額
50,160円
58,740円

広報たがわ
R6. 6月号
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伊田、後藤寺商店街の振興発展や市内の空き店舗の活性化を図る
ため、空き店舗活用補助金制度をもう少し拡充する施策があって
もよいのではないか。また、市民と協働するような施策も考えて
ほしい。要　望

高齢者人口は増加しているものの、老人クラブの会員数は減
少傾向にある。地域コミュニティーの強化には、老人クラブ
の存在が必要であると考えることから、老人クラブの活性化
に向けて尽力してほしい。要　望
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【市長提出議案第20号】

POINT

田川市子ども医療費の支給に関する条例等の
一部改正について

本市の子育て支援策を充実させるため、令和６年10月１日から現在中学生まで完全無償化し
ている子ども医療費の適用範囲を18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間にある者（高
校生世代）まで拡大することに伴い、所要の改正を行うもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 

Q 金額は？
A 議員１人当たり年間18万円で、請求した議員
に対して４月に交付されます。年度末に残ってい
る分は市に返還しなければなりません。

Q 正しく使われるの？
A 政務活動費の支出は、全て領収書などの支出
証拠書類を添付して翌年度４月末までに収支報告
書を議長に提出する必要があります。また、この
収支報告書は誰でも閲覧することができます。

Q 何に使うことができるの？
A 市政の課題や市民の意思を把握し、市政に反
映させる活動などに使えます。個人的な活動や政
党・選挙活動などには使えません。

令和５年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容
　３月補正予算では、決算見込みに基づき、使う予定がない予算が減額され、新たに予算措置が必要となっ
た事業が計上されました。歳入歳出とも14億2,016万８千円を減額し、予算総額は348億3,128万２千円と
なりました。委員会における審査内容の一部を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 

令和６年度一般会計予算　常任委員会の主な審査内容
　令和６年度の一般会計予算総額は、341億8,382万７千円で、市長選後の肉づけ予算となった前年度６月補
正予算後の予算と比べ約３億７千万円の減額となっています。各委員会における審査内容の一部を紹介します。

ここに注目 717万1千円減額
雇用機会創出事業費

商店街等の空き店舗の利活用を促進するための空き店舗活用補助金の申請見込み
の減などにより減額するもの。

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

ここに注目 ［歳入］8,542万９千円学校給食費

物価高騰の影響を受ける市民のうち、特に子育て世帯の経済的負担を軽減するための新たな経済的支援策と
して、市内小中学校の学校給食費に関する保護者負担の完全無償化を実施。

委員会の映像➡総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

ここに注目
250万１千円

老人クラブ活動等社会活動促進事業費

老人クラブの組織等の育成や充実を図るための補助金を支給するもの。

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

ここに注目
1,420万１千円

地域のまつり支援事業費

神幸祭や TAGAWAコールマイン・フェスティバル
などの地域で開催される祭りを対象に各種支援を行うもの。

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

コールマイン・フェスティバルは、実
行委員会が実施主体となっているため、
本市の負担を減らすべきではないか。

コールマイン・フェスティバル負担金700
万円の執行に当たっては、これまで本市が
担ってきた実行委員会事務局の移管先を確
保すべきである。

【議員提出議案第14号】（提出者：今村［田守、山野、尾﨑、原田］）

田川市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について

今後、祭りのあり方や運営等を実行
委員会で決めることになっているた
め、その場でしっかりと議論を重ね、
検討していきたい。質　疑 答　弁

要　望

地方自治法に基づき、田川市議会議員が行う調査研究やその他の活動に必要な経費の一部として、議員に
対し政務活動費を交付することに関して、必要な事項を定めた条例を制定するもの。

可決

適正かつ有意義に政務活動費を
活用して市政発展に活かします。
詳しくは、市ホームページも

ご覧ください。

完全
無償化

高校生世代まで子ども医療費完全無償化（令和６年10月～）

本会議の映像

可決
本会議の映像

前年度から１億445万３千円の減額

【令和６年度学校給食費（保護者負担）の見込み】

※今回の無償化の事業規模は、年額で約１.２億円を見込んでいます。

小　学　生
中　学　生

月　額
4,560円
5,340円

年　額
50,160円
58,740円

広報たがわ
R6. 6月号
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議長不信任決議から問責決議までの経緯
全員協議会（令和５年12月14日）

　陸田議長について、議会の議事運営が著しく公平性を欠いていることや、議員としての資質に疑問符が付くような疑惑
が報道されていることなどを理由として、議長の辞職を求める議長不信任決議が令和５年12月１日の本会議にお
いて可決。この決議に対する議長の見解を述べる場として、全員協議会を開催しました。議長からは、下記の見
解が示され、議長不信任決議の理由になるものはないことから、今後も議長の職務を果たしていくとの意思が示
されました。

▶懲罰特別委員会での審査・採決の結果、可否同数となったことから、委員長裁決により陸田議員に「公開の議場における
陳謝」の懲罰を科すことが決定。

▶本会議で採決の結果、懲罰特別委員会の審査結果のとおり陸田議員に「公開の議場における陳謝」の懲罰を科すことにつ
いて、賛成多数で 可決 されました。（令和６年２月22日）
　しかし、陸田議員は、陳謝の懲罰を科されることについて承服できないとして、これを断固拒否。

発言を求める議員の挙手を見落とし、当該議員の呼び
かけに「遅い」と声を荒らげ、一方的に休憩を宣告。
再開後、当該議員の呼びかけは、議事進行を妨害する
ものと発言した。

議題外の発言であったため、許可しなかった。音声デ
ータを確認した結果、会議規則第49・51・54条を遵
守した適切な議事運営であった。声を荒らげたという
指摘は、個人の主観・感覚である。

議員の資質に疑問符が付くような疑惑がネットニュー
ス等で報道されている。このことは、議長の品格を汚
すのみならず、議会に対する信頼を著しく失墜させる
ものである。

報道内容は事実無根。この無責任なうわさを鵜呑みに
して議会で取り上げたことは、私の名誉を著しくおと
しめる悪意さえ感じる非常識な行為であり、到底看過
できない。

７月の全員協議会（田川郡東部環境衛生施設組合の事
業についての協議）で「東部組合長から説明を受けた
内容は、市議会として承知したことになる。」と発言。
議員に確認したり、採決したりすることなく、議長が
一方的に宣言したもので、非民主主義的な議会運営で
ある。

全員協議会は、事前に各会派代表者会議で開催条件が
付され、組合とも調整の上、全議員の同意を得て開催
決定した。しかし、突然議員７人（柿田、佐藤、香月、
石松、梶原、原田、小林）が個人的な理由で欠席。後
で説明内容を知らないと主張しないよう、組合長から
説明を受けた事実や内容は、変わらないことを確認し
ただけ。それ以上のことを決める権限は、議長にはない。

①

②

一般質問について、通告の範囲を超えないよう議長自
ら全議員に周知したが、議長と同じ会派の議員に、通
告外の質問を認めた。

各議員が共通認識を持つ必要があるため、通告外質問
の取扱いは、議会運営委員会で今後検討していくこと
を確認している。

質疑は３回までと厳しく注意した後、議長と同じ会派
の議員のみ４回目の発言を促した。

執行部答弁に漏れがあったと思ったため、議長の議事
整理権により当該議員に確認したもの。

③

④

⑤

議長不信任決議の理由とされた陸田議長の言動等 左記に対する陸田議長の見解

【言行不一致】この文脈で用いるのは、不適切。議長
の高圧的な態度に委縮しそうになりながらも、議員の
使命感により議長不信任決議を提出した。

私の議事運営により議会での発言を委縮させられたと
主張する一方、唐突に議長不信任決議を提出。この発
言と行動の矛盾を指摘したもの。

【悪意ある印象操作】議長不信任決議の提案理由をし
っかり説明しているにもかかわらず、この言葉を用い
るのは不適切。議案提出者の評価をおとしめかねない
無礼な言葉である。

私の議事運営の正当性について、具体的な法的根拠を
明示している。しかし、議案提出者は、問題となる法
的根拠を明示しないことから、印象操作ではないかと
いう心証を表現したもの。

【稚拙な行為・非常識会派】会議録を確認したが、議
会の議論を無視した事実はない。いわれなき侮辱発言
である。

議会運営委員会で検討中の課題を議長不信任決議の理
由に挙げることは、議会における議論を無視した行為
で、間違っていることを指摘したもの。

①

②

【倫理観の欠如】議員に対して、このような発言をす
ることは決して許されない。議案提出者を侮辱する問
題発言である。

「声を荒らげた」という主観・感覚を議長不信任決議
の理由に挙げることは、社会においてやってはいけな
いことに該当することを、指摘したもの。

③

④

【陸田議員の発言】と問題とされた理由等 左記に対する陸田議員の見解

【議員としての資質に欠けている】議案提出者のみな
らず、貴重な一票を託していただいた有権者に対する
侮辱発言である。

議員の職責は議論を尽くすこと。議会での発言を委縮
した原因は、私の議事運営ではなく議員個人の問題で
あると指摘したもの。

⑤

⑥

【陸田議員の発言】と問題とされた理由等 左記に対する陸田議員の見解

【言論の自由を履き違えた放漫の最大の思い上がり】
不適切極まりない発言である。

議事運営の改善を目的に議長不信任決議を提出。事前
に問題提起するなどの手段があったはず。この目的と
手段の不均衡さを指摘したもの。

以上のような一方的に無礼の言葉を浴びせかけ、議案
提出者や所属会派への誹謗中傷を繰り返すことは、
我々の名誉を毀損するのみならず、市議会の品格をお
としめるもので、決して容認できない。公然と侮辱又
は誹謗中傷と受け止められる発言を繰り返すことは、
公序良俗に反するもので、厳に慎まなければならず、
市議会議員の矜持を理解しなければならない。議会の
秩序を維持するため、放置できない。

議長不信任決議の５つの理由は、事実誤認及び事実無
根に基づくものと論破証明し、その核心に迫る質疑等
はなく、当該決議には大義名分はないと断じた。この
ことを理解することなく、本件懲罰の本質は理解でき
ない。事実に基づき他の議員の意見等を批判するため
に必要な発言であり、これらの発言が懲罰に該当すれ
ば、基本的人権を侵害する由々しき事態に陥る。理不
尽な懲罰には全身全霊で対峙し、承服しない。

12月定例会
【議員提出議案第11号】陸田孝則議員に対する懲罰について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：辻［賛成者：柿田、石松］）

上記の全員協議会で、陸田議員が議長不信任決議に関する自身の見解を述べる際に、無礼の言葉を使用し、
市議会の品位を著しく汚す発言があったとして、陸田議員に懲罰を科すことを求めるもの。議案の概要

ことばの説明②：懲罰とは？
　議会の規律と品位を保持するため、議会の秩序を乱した議員に対して議会が科す制裁のことです。懲罰の種類は、
①戒告、②陳謝、③出席停止、④除名の４つあります。

ことばの説明①：不信任決議とは？
ある役職の人に対して、「その職にあることが適任でなく、任せられない」と議会として意思表示することです。
意思表示であるため、可決されても法的拘束力はありません。

ことばの説明③：問責決議とは？
　ある地位の人に対して、その責任を問うことを議会として意思表示することです。意思表示であるため、可決
されても法的拘束力はありません。

▶懲罰特別委員会での審査・採決の結果、可否同数となったことから、委員長裁決により 可決 されました。
▶本会議で採決の結果、賛成多数で 可決 されました。（令和６年３月21日）
　しかし、陸田議員は、そもそも上記の「陳謝の懲罰を科す」という議決が全く誤った結論であるため、本件の戒告の懲罰
を科されることについても到底承服できないとして、これを断固拒否。

３月定例会
【議員提出議案第13号】陸田孝則議員に対する懲罰について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：村𠮷［賛成者：石松、小林］）

上記のとおり「公開の議場における陳謝」の懲罰を科すことが可決されたにもかかわらず、陸田議員は陳
謝文の朗読を拒否した。このことは、議会の議決を軽視するのみならず、会議規則に抵触するため、陸田
議員に「公開の議場における戒告」の懲罰を科すことを求めるもの。

議案の概要

①「倫理観の欠如」、「非常識会派」等の人格を否定する発言について、議会において指摘を受けたにもかかわらず、筋の通
らない自己正当化を強弁し、自らの不適切な発言に対する責任を取ろうとしない。
②議長不信任決議及び二度にわたる懲罰動議の可決を受けたにもかかわらず、その議決を無視するなど、議会を軽視するよ
うな行動を続けている。

▶本会議で採決の結果、賛成多数で 可決 されました。（令和６年３月21日）

【議員提出議案第15号】陸田孝則議員に対する問責決議について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：辻［賛成者：村𠮷、榊原］）

陸田議員に対し、下記の責任を問う。また、自らの言動に対して猛省を促すとともに、間違いを認め議会
に謝罪するなど適切な対応を行うよう求めるもの。これ以上、不毛な議論を続け議会の貴重な時間を無駄
にしないため、一連の懲罰に区切りを付けたい。

議案の概要

広報たがわ
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議長不信任決議から問責決議までの経緯
全員協議会（令和５年12月14日）

　陸田議長について、議会の議事運営が著しく公平性を欠いていることや、議員としての資質に疑問符が付くような疑惑
が報道されていることなどを理由として、議長の辞職を求める議長不信任決議が令和５年12月１日の本会議にお
いて可決。この決議に対する議長の見解を述べる場として、全員協議会を開催しました。議長からは、下記の見
解が示され、議長不信任決議の理由になるものはないことから、今後も議長の職務を果たしていくとの意思が示
されました。

▶懲罰特別委員会での審査・採決の結果、可否同数となったことから、委員長裁決により陸田議員に「公開の議場における
陳謝」の懲罰を科すことが決定。

▶本会議で採決の結果、懲罰特別委員会の審査結果のとおり陸田議員に「公開の議場における陳謝」の懲罰を科すことにつ
いて、賛成多数で 可決 されました。（令和６年２月22日）
　しかし、陸田議員は、陳謝の懲罰を科されることについて承服できないとして、これを断固拒否。

発言を求める議員の挙手を見落とし、当該議員の呼び
かけに「遅い」と声を荒らげ、一方的に休憩を宣告。
再開後、当該議員の呼びかけは、議事進行を妨害する
ものと発言した。

議題外の発言であったため、許可しなかった。音声デ
ータを確認した結果、会議規則第49・51・54条を遵
守した適切な議事運営であった。声を荒らげたという
指摘は、個人の主観・感覚である。

議員の資質に疑問符が付くような疑惑がネットニュー
ス等で報道されている。このことは、議長の品格を汚
すのみならず、議会に対する信頼を著しく失墜させる
ものである。

報道内容は事実無根。この無責任なうわさを鵜呑みに
して議会で取り上げたことは、私の名誉を著しくおと
しめる悪意さえ感じる非常識な行為であり、到底看過
できない。

７月の全員協議会（田川郡東部環境衛生施設組合の事
業についての協議）で「東部組合長から説明を受けた
内容は、市議会として承知したことになる。」と発言。
議員に確認したり、採決したりすることなく、議長が
一方的に宣言したもので、非民主主義的な議会運営で
ある。

全員協議会は、事前に各会派代表者会議で開催条件が
付され、組合とも調整の上、全議員の同意を得て開催
決定した。しかし、突然議員７人（柿田、佐藤、香月、
石松、梶原、原田、小林）が個人的な理由で欠席。後
で説明内容を知らないと主張しないよう、組合長から
説明を受けた事実や内容は、変わらないことを確認し
ただけ。それ以上のことを決める権限は、議長にはない。

①

②

一般質問について、通告の範囲を超えないよう議長自
ら全議員に周知したが、議長と同じ会派の議員に、通
告外の質問を認めた。

各議員が共通認識を持つ必要があるため、通告外質問
の取扱いは、議会運営委員会で今後検討していくこと
を確認している。

質疑は３回までと厳しく注意した後、議長と同じ会派
の議員のみ４回目の発言を促した。

執行部答弁に漏れがあったと思ったため、議長の議事
整理権により当該議員に確認したもの。

③

④

⑤

議長不信任決議の理由とされた陸田議長の言動等 左記に対する陸田議長の見解

【言行不一致】この文脈で用いるのは、不適切。議長
の高圧的な態度に委縮しそうになりながらも、議員の
使命感により議長不信任決議を提出した。

私の議事運営により議会での発言を委縮させられたと
主張する一方、唐突に議長不信任決議を提出。この発
言と行動の矛盾を指摘したもの。

【悪意ある印象操作】議長不信任決議の提案理由をし
っかり説明しているにもかかわらず、この言葉を用い
るのは不適切。議案提出者の評価をおとしめかねない
無礼な言葉である。

私の議事運営の正当性について、具体的な法的根拠を
明示している。しかし、議案提出者は、問題となる法
的根拠を明示しないことから、印象操作ではないかと
いう心証を表現したもの。

【稚拙な行為・非常識会派】会議録を確認したが、議
会の議論を無視した事実はない。いわれなき侮辱発言
である。

議会運営委員会で検討中の課題を議長不信任決議の理
由に挙げることは、議会における議論を無視した行為
で、間違っていることを指摘したもの。

①

②

【倫理観の欠如】議員に対して、このような発言をす
ることは決して許されない。議案提出者を侮辱する問
題発言である。

「声を荒らげた」という主観・感覚を議長不信任決議
の理由に挙げることは、社会においてやってはいけな
いことに該当することを、指摘したもの。

③

④

【陸田議員の発言】と問題とされた理由等 左記に対する陸田議員の見解

【議員としての資質に欠けている】議案提出者のみな
らず、貴重な一票を託していただいた有権者に対する
侮辱発言である。

議員の職責は議論を尽くすこと。議会での発言を委縮
した原因は、私の議事運営ではなく議員個人の問題で
あると指摘したもの。

⑤

⑥

【陸田議員の発言】と問題とされた理由等 左記に対する陸田議員の見解

【言論の自由を履き違えた放漫の最大の思い上がり】
不適切極まりない発言である。

議事運営の改善を目的に議長不信任決議を提出。事前
に問題提起するなどの手段があったはず。この目的と
手段の不均衡さを指摘したもの。

以上のような一方的に無礼の言葉を浴びせかけ、議案
提出者や所属会派への誹謗中傷を繰り返すことは、
我々の名誉を毀損するのみならず、市議会の品格をお
としめるもので、決して容認できない。公然と侮辱又
は誹謗中傷と受け止められる発言を繰り返すことは、
公序良俗に反するもので、厳に慎まなければならず、
市議会議員の矜持を理解しなければならない。議会の
秩序を維持するため、放置できない。

議長不信任決議の５つの理由は、事実誤認及び事実無
根に基づくものと論破証明し、その核心に迫る質疑等
はなく、当該決議には大義名分はないと断じた。この
ことを理解することなく、本件懲罰の本質は理解でき
ない。事実に基づき他の議員の意見等を批判するため
に必要な発言であり、これらの発言が懲罰に該当すれ
ば、基本的人権を侵害する由々しき事態に陥る。理不
尽な懲罰には全身全霊で対峙し、承服しない。

12月定例会
【議員提出議案第11号】陸田孝則議員に対する懲罰について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：辻［賛成者：柿田、石松］）

上記の全員協議会で、陸田議員が議長不信任決議に関する自身の見解を述べる際に、無礼の言葉を使用し、
市議会の品位を著しく汚す発言があったとして、陸田議員に懲罰を科すことを求めるもの。議案の概要

ことばの説明②：懲罰とは？
　議会の規律と品位を保持するため、議会の秩序を乱した議員に対して議会が科す制裁のことです。懲罰の種類は、
①戒告、②陳謝、③出席停止、④除名の４つあります。

ことばの説明①：不信任決議とは？
ある役職の人に対して、「その職にあることが適任でなく、任せられない」と議会として意思表示することです。
意思表示であるため、可決されても法的拘束力はありません。

ことばの説明③：問責決議とは？
　ある地位の人に対して、その責任を問うことを議会として意思表示することです。意思表示であるため、可決
されても法的拘束力はありません。

▶懲罰特別委員会での審査・採決の結果、可否同数となったことから、委員長裁決により 可決 されました。
▶本会議で採決の結果、賛成多数で 可決 されました。（令和６年３月21日）
　しかし、陸田議員は、そもそも上記の「陳謝の懲罰を科す」という議決が全く誤った結論であるため、本件の戒告の懲罰
を科されることについても到底承服できないとして、これを断固拒否。

３月定例会
【議員提出議案第13号】陸田孝則議員に対する懲罰について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：村𠮷［賛成者：石松、小林］）

上記のとおり「公開の議場における陳謝」の懲罰を科すことが可決されたにもかかわらず、陸田議員は陳
謝文の朗読を拒否した。このことは、議会の議決を軽視するのみならず、会議規則に抵触するため、陸田
議員に「公開の議場における戒告」の懲罰を科すことを求めるもの。

議案の概要

①「倫理観の欠如」、「非常識会派」等の人格を否定する発言について、議会において指摘を受けたにもかかわらず、筋の通
らない自己正当化を強弁し、自らの不適切な発言に対する責任を取ろうとしない。
②議長不信任決議及び二度にわたる懲罰動議の可決を受けたにもかかわらず、その議決を無視するなど、議会を軽視するよ
うな行動を続けている。

▶本会議で採決の結果、賛成多数で 可決 されました。（令和６年３月21日）

【議員提出議案第15号】陸田孝則議員に対する問責決議について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提出者：辻［賛成者：村𠮷、榊原］）

陸田議員に対し、下記の責任を問う。また、自らの言動に対して猛省を促すとともに、間違いを認め議会
に謝罪するなど適切な対応を行うよう求めるもの。これ以上、不毛な議論を続け議会の貴重な時間を無駄
にしないため、一連の懲罰に区切りを付けたい。

議案の概要

広報たがわ
R6. 6月号
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

パ
プ
リ
カ
栽
培
研
修
施
設

▼
代
表
質
問

議
員

小
林
　義
憲

新
　風
　会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

パ
プ
リ
カ
栽
培
研
修
施
設
に
お
け
る

担
い
手
育
成
や
パ
プ
リ
カ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
成
果
に
つ
い
て
問
う
。

こ
れ
ま
で
に
２
期
４
名
が
研
修
を
終

え
、
う
ち
１
名
が
自
立
就
農
し
た
が
、

パ
プ
リ
カ
の
栽
培
は
行
っ
て
い
な
い
。
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
等
に
よ
り

県
内
を
中
心
に
認
知
度
が
向
上
し
て
い
る
。

事
業
の
課
題
と
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
問
う
。

利
用
者
の
課
題
は
、
パ
プ
リ
カ
栽
培

の
作
業
負
担
が
大
き
い
上
に
、
初
期

投
資
が
高
額
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
産

品
化
に
対
す
る
支
援
が
一
部
に
と
ど
ま
る

こ
と
で
あ
る
。
本
市
の
課
題
は
、
施
設
の

維
持
管
理
等
の
経
費
増
大
に
よ
り
、
不
透

明
な
経
営
環
境
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
施
設
の
整
備
に
国
庫
補
助
を
活
用

し
て
い
る
た
め
、
施
設
の
用
途
や
目
的
の

変
更
を
行
う
と
補
助
金
の
返
還
が
生
じ
る
。

そ
の
た
め
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
、
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
の
ご
み
減
量
化
の
取
組
と

成
果
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
ご
み
は
、
平
成
８
年
の
ご
み
袋

有
料
化
に
よ
り
年
間
約
５
千
５
百
ト

ン
、
平
成
19
年
の
分
別
区
分
変
更
に
よ
り

年
間
約
２
千
８
百
ト
ン
減
少
し
た
。
事
業

系
ご
み
は
、
令
和
２
年
の
許
可
制
と
ご
み

袋
導
入
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
実
績
で
年

間
約
２
千
６
百
ト
ン
減
少
し
た
。

地
域
に
お
け
る
廃
品
回
収
事
業
へ
の

奨
励
金
を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
。

見
解
を
問
う
。

近
年
地
域
等
の
廃
品
回
収
量
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
奨
励
金
の
増
額
に

よ
り
資
源
回
収
意
識
の
向
上
や
地
域
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
た
め
今
後
検
討
し
た
い
。

本
市
の
教
育
に
関
す
る
主
な
課
題
や

重
点
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
教

育
長
の
見
解
を
問
う
。

課
題
は
、
学
力
向
上
を
図
る
教
育
Ｄ

Ｘ
と
具
体
的
方
策
の
確
立
、
不
登
校

や
い
じ
め
等
へ
の
対
応
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
等
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
教
育
施

策
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
ら
学
ぼ
う
と

す
る
主
体
性
の
育
成
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

中
学
校
再
編
後
の
小
中
学
校
と
地
域

と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

猪
位
金
学
園
の
取
組
を
モ
デ
ル
に
、

市
内
全
小
中
学
校
で
保
護
者
、
地
域

住
民
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る
学
校
運
営

協
議
会
の
導
入
等
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
施
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

録画映像

田
守
　健
治

清
　友
　会

た
も
り

け
ん
じ

▼
代
表
質
問

議
員

Ｊ
Ｒ
駅
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
導
入

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

内
容
及
び
令
和
５
年
10
月
の
再
編
に

つ
い
て
問
う
。

現
在
、
平
日
の
み
朝
６
時
か
ら
夕
方

19
時
頃
の
間
に
、
１
日
８
路
線
73
便

を
６
台
の
車
両
で
運
行
し
て
い
る
。
料
金

は
１
回
２
百
円
と
し
て
お
り
、
運
行
管
理

業
務
は
田
川
構
内
自
動
車
㈱
に
委
託
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
９
月
末
の
西
鉄

バ
ス
路
線
廃
止
に
対
応
す
る
た
め
新
規
路

線
の
設
定
等
の
再
編
を
行
っ
た
。

高
校
生
の
利
用
増
加
に
伴
い
、
一
般

乗
客
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
。
再
編
後

の
利
用
状
況
及
び
混
雑
状
況
を
問
う
。

再
編
後
は
利
用
者
数
が
約
１
・
３
倍
、

通
学
定
期
券
の
売
上
が
約
１
・
７
倍

に
増
加
。朝
の
通
学
時
間
帯
に
、田
川
伊
田

駅
か
ら
東
鷹
高
校
ま
で
の
混
雑
が
常
態
化

し
て
い
た
た
め
、
再
編
に
よ
り
混
雑
解
消

を
図
り
、
満
員
状
態
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
問
う
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
採
り
入

れ
て
お
り
、
バ
ス
の
位
置
や
運
行
状

況
を
確
認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
購
入
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

定
期
券
を
３
月
か
ら
開
始
す
る
。
今
後
も

定
期
的
に
運
行
を
見
直
す
と
と
も
に
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

県
内
Ｊ
Ｒ（
９
路
線
）
各
駅
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
改
札
機
の
導
入
状
況
を
問
う
。

鹿
児
島
本
線
、
篠
栗
線
等
の
５
路
線

で
は
、
全
て
の
駅
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
筑
豊
本
線
、
久
大
本
線
で
は
一
部
の

駅
で
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
全
て
の
駅
で

導
入
さ
れ
て
い
な
い
路
線
は
、
日
田
彦
山

線
と
後
藤
寺
線
で
あ
る
。
県
内
の
Ｊ
Ｒ
駅

１
５
８
駅
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
を

導
入
し
て
い
な
い
駅
が
26
駅
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
18
駅
が
日
田
彦
山
線
と
後
藤
寺
線

で
あ
る
。

田
川
伊
田
駅
、
田
川
後
藤
寺
駅
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
ず
に
困
っ
た
と
い

う
話
を
よ
く
聞
く
。
全
国
的
に
も
駅
の
改

札
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
常
識
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
遅
れ
は
地

域
の
衰
退
に
も
つ
な
が
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
改
札
機
の
導
入
を
強
く
要
望
す
る
。Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
導
入
の
考
え
を
問
う
。

市
民
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
利
便
性

向
上
だ
け
で
な
く
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
重
要
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。Ｊ
Ｒ
九
州
と
は
継
続
的
に
協
議
し
て

い
る
が
、
導
入
費
用
や
維
持
管
理
経
費
の

課
題
が
あ
り
協
議
は
難
航
し
て
い
る
。ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
乗
車
も
含

め
て
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
要
望
等
を
続
け
た
い
。

し
尿
処
理
施
設
、ご
み
処
理
施
設
及
び
埋
立
処
分
施
設

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

し
尿
処
理
施
設
の
性
能
保
証
期
間
と

修
繕
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

性
能
保
証
期
間
及
び
修
繕
計
画
に
つ

い
て
は
本
市
に
資
料
が
な
く
不
明
。

埋
立
処
分
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

水
処
理
プ
ラ
ン
ト
工
事
及
び
埋
立
地

の
造
成
工
事
を
契
約
済
み
で
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
工
程
表
の
資
料
提
供

が
な
く
進
捗
率
は
不
明
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
完
了
及
び

稼
働
開
始
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

工
事
完
了
予
定
は
令
和
７
年
３
月
。

稼
働
時
期
は
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
定
例
会
で
報
告
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

次
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
代
替
地

に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ

ー
場
な
ど
の
建
設
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
度
中
に
完
成
予
定
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
に
つ
い
て
、
建
設

費
、
次
回
施
設
更
新
時
に
発
生
す
る

撤
去
費
用
及
び
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

撤
去
費
用
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
費
及
び
維
持
管

理
費
は
、
組
合
議
会
に
お
い
て
正
式
な
報

告
が
あ
る
た
め
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

大
任
町
に
委
託
し
て
い
る
ご
み
処
理

施
設
等
建
設
に
関
す
る
資
料
で
、
厚

生
委
員
会
に
提
供
さ
れ
た
も
の
以
外
の
資

料
等
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
求
め

れ
ば
提
供
い
た
だ
け
る
の
か
。

組
合
議
会
や
関
連
の
会
議
で
配
付
さ

れ
た
資
料
が
あ
る
。
情
報
公
開
条
例

に
従
っ
て
開
示
で
き
る
も
の
は
提
供
す
る
。

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が

発
電
時
の
熱
で
農
作
物
を
生
産
す
る

ハ
ウ
ス
の
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

計
画
当
初
は
発
電
所
東
側
に
設
置
す

る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
発
電
所

北
側
に
変
更
と
な
り
、
道
路
占
用
許
可
等

の
申
請
が
市
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
道
路
占
用
許
可
は
行
っ
た
の
か

問
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
許
可
し
て
い
な
い
。

令
和
５
年
12
月
議
会
以
降
、
南
国
殖

産
㈱
等
と
住
民
説
明
会
の
開
催
や
公

害
防
止
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
た
の
か
問
う
。

本
年
１
月
26
日
に
南
国
殖
産
㈱
及
び

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の

担
当
者
と
面
談
し
、
住
民
説
明
会
の
開
催

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
た
が
、
現
地
に
来

て
も
ら
え
れ
ば
説
明
を
す
る
と
い
う
従
前

ど
お
り
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後
住
民
説

明
会
の
開
催
、
公
害
防
止
協
定
の
締
結
を

引
き
続
き
事
業
者
に
働
き
か
け
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
問
題

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

録画映像

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り

本
市
の
奨
学
金
制
度
利
用
の
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

給
付
型
奨
学
金
は
、
令
和
５
年
度
30

人
の
採
用
枠
に
対
し
45
人
が
応
募
。

今
や
多
く
の
学
生
が
利
用
す
る
奨
学

金
の
負
担
軽
減
と
な
る
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

区
域
内
へ
の
就
職
や
居
住
を
要
件
と

し
た
奨
学
金
の
返
還
支
援
を
す
る
地

方
公
共
団
体
の
取
組
に
対
し
て
、
国
か
ら

特
別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

本
市
で
も
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
市
長
の
考
え

を
問
う
。

他
市
の
事
例
を
参
考
に
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
て
、
検
討
し
た
い
。

地
方
創
生
と
地
域
活
性
化
の
た
め
の

企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

企
業
誘
致
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
を

作
成
し
、
本
市
に
進
出
を
検
討
し
て

い
る
企
業
と
の
折
衝
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

件
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
２
月
時
点
に
お
け
る
、
問

い
合
わ
せ
件
数
は
25
社
で
、
そ
の
う

ち
２
社
は
現
地
視
察
を
行
い
、
進
出
候
補

地
と
し
て
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
方
拠
点
強
化
税
制
に
つ
い
て
問
う
。

企
業
が
本
社
機
能
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
地
方
に
移
転
す
る
場
合
に
活
用

で
き
る
税
制
で
、
法
人
税
な
ど
の
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

本
制
度
を
活
用
す
る
場
合
の
課
題
等

に
つ
い
て
問
う
。

本
制
度
は
全
国
で
活
用
可
能
な
た
め
、

他
地
域
と
比
較
し
た
場
合
、
本
市
に

特
段
の
優
位
性
が
な
く
、
企
業
が
本
市
に

進
出
す
る
決
め
手
に
は
な
り
に
く
い
。

重
大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
お
そ

れ
の
あ
る
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
つ
い
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

定
期
接
種
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
継

続
的
に
国
と
県
に
要
望
し
た
い
。

遠
距
離
通
学
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
利
用
を
個
別
に
認
め
ら
れ
な
い
か
。

通
学
路
の
安
全
上
の
理
由
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

客
観
的
な
判
断
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
難

し
い
。
一
旦
認
め
る
と
バ
ス
の
台
数
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
想
定
さ

れ
る
。
歩
道
整
備
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど

に
よ
り
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

ス
ク
ー
ル
バ
ス

ご
み
の
減
量
化

企
業
誘
致
と
地
方
拠
点
強
化
税
制

広報たがわ
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

パ
プ
リ
カ
栽
培
研
修
施
設

▼
代
表
質
問

議
員

小
林
　義
憲

新
　風
　会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

パ
プ
リ
カ
栽
培
研
修
施
設
に
お
け
る

担
い
手
育
成
や
パ
プ
リ
カ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
成
果
に
つ
い
て
問
う
。

こ
れ
ま
で
に
２
期
４
名
が
研
修
を
終

え
、
う
ち
１
名
が
自
立
就
農
し
た
が
、

パ
プ
リ
カ
の
栽
培
は
行
っ
て
い
な
い
。
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
等
に
よ
り

県
内
を
中
心
に
認
知
度
が
向
上
し
て
い
る
。

事
業
の
課
題
と
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
問
う
。

利
用
者
の
課
題
は
、
パ
プ
リ
カ
栽
培

の
作
業
負
担
が
大
き
い
上
に
、
初
期

投
資
が
高
額
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
産

品
化
に
対
す
る
支
援
が
一
部
に
と
ど
ま
る

こ
と
で
あ
る
。
本
市
の
課
題
は
、
施
設
の

維
持
管
理
等
の
経
費
増
大
に
よ
り
、
不
透

明
な
経
営
環
境
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
施
設
の
整
備
に
国
庫
補
助
を
活
用

し
て
い
る
た
め
、
施
設
の
用
途
や
目
的
の

変
更
を
行
う
と
補
助
金
の
返
還
が
生
じ
る
。

そ
の
た
め
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
、
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
の
ご
み
減
量
化
の
取
組
と

成
果
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
ご
み
は
、
平
成
８
年
の
ご
み
袋

有
料
化
に
よ
り
年
間
約
５
千
５
百
ト

ン
、
平
成
19
年
の
分
別
区
分
変
更
に
よ
り

年
間
約
２
千
８
百
ト
ン
減
少
し
た
。
事
業

系
ご
み
は
、
令
和
２
年
の
許
可
制
と
ご
み

袋
導
入
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
実
績
で
年

間
約
２
千
６
百
ト
ン
減
少
し
た
。

地
域
に
お
け
る
廃
品
回
収
事
業
へ
の

奨
励
金
を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
。

見
解
を
問
う
。

近
年
地
域
等
の
廃
品
回
収
量
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
奨
励
金
の
増
額
に

よ
り
資
源
回
収
意
識
の
向
上
や
地
域
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
た
め
今
後
検
討
し
た
い
。

本
市
の
教
育
に
関
す
る
主
な
課
題
や

重
点
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
教

育
長
の
見
解
を
問
う
。

課
題
は
、
学
力
向
上
を
図
る
教
育
Ｄ

Ｘ
と
具
体
的
方
策
の
確
立
、
不
登
校

や
い
じ
め
等
へ
の
対
応
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
等
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
教
育
施

策
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
ら
学
ぼ
う
と

す
る
主
体
性
の
育
成
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

中
学
校
再
編
後
の
小
中
学
校
と
地
域

と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

猪
位
金
学
園
の
取
組
を
モ
デ
ル
に
、

市
内
全
小
中
学
校
で
保
護
者
、
地
域

住
民
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る
学
校
運
営

協
議
会
の
導
入
等
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
施
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

録画映像

田
守
　健
治

清
　友
　会

た
も
り

け
ん
じ

▼
代
表
質
問

議
員

Ｊ
Ｒ
駅
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
導
入

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

内
容
及
び
令
和
５
年
10
月
の
再
編
に

つ
い
て
問
う
。

現
在
、
平
日
の
み
朝
６
時
か
ら
夕
方

19
時
頃
の
間
に
、
１
日
８
路
線
73
便

を
６
台
の
車
両
で
運
行
し
て
い
る
。
料
金

は
１
回
２
百
円
と
し
て
お
り
、
運
行
管
理

業
務
は
田
川
構
内
自
動
車
㈱
に
委
託
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
９
月
末
の
西
鉄

バ
ス
路
線
廃
止
に
対
応
す
る
た
め
新
規
路

線
の
設
定
等
の
再
編
を
行
っ
た
。

高
校
生
の
利
用
増
加
に
伴
い
、
一
般

乗
客
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
。
再
編
後

の
利
用
状
況
及
び
混
雑
状
況
を
問
う
。

再
編
後
は
利
用
者
数
が
約
１
・
３
倍
、

通
学
定
期
券
の
売
上
が
約
１
・
７
倍

に
増
加
。朝
の
通
学
時
間
帯
に
、田
川
伊
田

駅
か
ら
東
鷹
高
校
ま
で
の
混
雑
が
常
態
化

し
て
い
た
た
め
、
再
編
に
よ
り
混
雑
解
消

を
図
り
、
満
員
状
態
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
問
う
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
採
り
入

れ
て
お
り
、
バ
ス
の
位
置
や
運
行
状

況
を
確
認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
購
入
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

定
期
券
を
３
月
か
ら
開
始
す
る
。
今
後
も

定
期
的
に
運
行
を
見
直
す
と
と
も
に
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

県
内
Ｊ
Ｒ（
９
路
線
）
各
駅
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
改
札
機
の
導
入
状
況
を
問
う
。

鹿
児
島
本
線
、
篠
栗
線
等
の
５
路
線

で
は
、
全
て
の
駅
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
筑
豊
本
線
、
久
大
本
線
で
は
一
部
の

駅
で
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
全
て
の
駅
で

導
入
さ
れ
て
い
な
い
路
線
は
、
日
田
彦
山

線
と
後
藤
寺
線
で
あ
る
。
県
内
の
Ｊ
Ｒ
駅

１
５
８
駅
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
を

導
入
し
て
い
な
い
駅
が
26
駅
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
18
駅
が
日
田
彦
山
線
と
後
藤
寺
線

で
あ
る
。

田
川
伊
田
駅
、
田
川
後
藤
寺
駅
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
ず
に
困
っ
た
と
い

う
話
を
よ
く
聞
く
。
全
国
的
に
も
駅
の
改

札
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
常
識
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
遅
れ
は
地

域
の
衰
退
に
も
つ
な
が
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
改
札
機
の
導
入
を
強
く
要
望
す
る
。Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
改
札
機
導
入
の
考
え
を
問
う
。

市
民
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
利
便
性

向
上
だ
け
で
な
く
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
重
要
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。Ｊ
Ｒ
九
州
と
は
継
続
的
に
協
議
し
て

い
る
が
、
導
入
費
用
や
維
持
管
理
経
費
の

課
題
が
あ
り
協
議
は
難
航
し
て
い
る
。ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
乗
車
も
含

め
て
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
要
望
等
を
続
け
た
い
。

し
尿
処
理
施
設
、ご
み
処
理
施
設
及
び
埋
立
処
分
施
設

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

し
尿
処
理
施
設
の
性
能
保
証
期
間
と

修
繕
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

性
能
保
証
期
間
及
び
修
繕
計
画
に
つ

い
て
は
本
市
に
資
料
が
な
く
不
明
。

埋
立
処
分
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

水
処
理
プ
ラ
ン
ト
工
事
及
び
埋
立
地

の
造
成
工
事
を
契
約
済
み
で
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
工
程
表
の
資
料
提
供

が
な
く
進
捗
率
は
不
明
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
完
了
及
び

稼
働
開
始
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

工
事
完
了
予
定
は
令
和
７
年
３
月
。

稼
働
時
期
は
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
定
例
会
で
報
告
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

次
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
代
替
地

に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ

ー
場
な
ど
の
建
設
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
度
中
に
完
成
予
定
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
に
つ
い
て
、
建
設

費
、
次
回
施
設
更
新
時
に
発
生
す
る

撤
去
費
用
及
び
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

撤
去
費
用
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
費
及
び
維
持
管

理
費
は
、
組
合
議
会
に
お
い
て
正
式
な
報

告
が
あ
る
た
め
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

大
任
町
に
委
託
し
て
い
る
ご
み
処
理

施
設
等
建
設
に
関
す
る
資
料
で
、
厚

生
委
員
会
に
提
供
さ
れ
た
も
の
以
外
の
資

料
等
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
求
め

れ
ば
提
供
い
た
だ
け
る
の
か
。

組
合
議
会
や
関
連
の
会
議
で
配
付
さ

れ
た
資
料
が
あ
る
。
情
報
公
開
条
例

に
従
っ
て
開
示
で
き
る
も
の
は
提
供
す
る
。

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が

発
電
時
の
熱
で
農
作
物
を
生
産
す
る

ハ
ウ
ス
の
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

計
画
当
初
は
発
電
所
東
側
に
設
置
す

る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
発
電
所

北
側
に
変
更
と
な
り
、
道
路
占
用
許
可
等

の
申
請
が
市
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
道
路
占
用
許
可
は
行
っ
た
の
か

問
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
許
可
し
て
い
な
い
。

令
和
５
年
12
月
議
会
以
降
、
南
国
殖

産
㈱
等
と
住
民
説
明
会
の
開
催
や
公

害
防
止
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
た
の
か
問
う
。

本
年
１
月
26
日
に
南
国
殖
産
㈱
及
び

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の

担
当
者
と
面
談
し
、
住
民
説
明
会
の
開
催

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
た
が
、
現
地
に
来

て
も
ら
え
れ
ば
説
明
を
す
る
と
い
う
従
前

ど
お
り
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後
住
民
説

明
会
の
開
催
、
公
害
防
止
協
定
の
締
結
を

引
き
続
き
事
業
者
に
働
き
か
け
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
問
題

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

録画映像

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り

本
市
の
奨
学
金
制
度
利
用
の
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

給
付
型
奨
学
金
は
、
令
和
５
年
度
30

人
の
採
用
枠
に
対
し
45
人
が
応
募
。

今
や
多
く
の
学
生
が
利
用
す
る
奨
学

金
の
負
担
軽
減
と
な
る
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

区
域
内
へ
の
就
職
や
居
住
を
要
件
と

し
た
奨
学
金
の
返
還
支
援
を
す
る
地

方
公
共
団
体
の
取
組
に
対
し
て
、
国
か
ら

特
別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

本
市
で
も
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
市
長
の
考
え

を
問
う
。

他
市
の
事
例
を
参
考
に
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
て
、
検
討
し
た
い
。

地
方
創
生
と
地
域
活
性
化
の
た
め
の

企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

企
業
誘
致
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
を

作
成
し
、
本
市
に
進
出
を
検
討
し
て

い
る
企
業
と
の
折
衝
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

件
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
２
月
時
点
に
お
け
る
、
問

い
合
わ
せ
件
数
は
25
社
で
、
そ
の
う

ち
２
社
は
現
地
視
察
を
行
い
、
進
出
候
補

地
と
し
て
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
方
拠
点
強
化
税
制
に
つ
い
て
問
う
。

企
業
が
本
社
機
能
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
地
方
に
移
転
す
る
場
合
に
活
用

で
き
る
税
制
で
、
法
人
税
な
ど
の
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

本
制
度
を
活
用
す
る
場
合
の
課
題
等

に
つ
い
て
問
う
。

本
制
度
は
全
国
で
活
用
可
能
な
た
め
、

他
地
域
と
比
較
し
た
場
合
、
本
市
に

特
段
の
優
位
性
が
な
く
、
企
業
が
本
市
に

進
出
す
る
決
め
手
に
は
な
り
に
く
い
。

重
大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
お
そ

れ
の
あ
る
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
つ
い
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

定
期
接
種
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
継

続
的
に
国
と
県
に
要
望
し
た
い
。

遠
距
離
通
学
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
利
用
を
個
別
に
認
め
ら
れ
な
い
か
。

通
学
路
の
安
全
上
の
理
由
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

客
観
的
な
判
断
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
難

し
い
。
一
旦
認
め
る
と
バ
ス
の
台
数
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
想
定
さ

れ
る
。
歩
道
整
備
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど

に
よ
り
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

ス
ク
ー
ル
バ
ス

ご
み
の
減
量
化

企
業
誘
致
と
地
方
拠
点
強
化
税
制
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議
決
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予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問
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議
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紹
介

一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

避
難
所
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き

医
療
的
ケ
ア
児
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

▼
代
表
質
問

議
員

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

本
市
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状
と
看
護
師
の

配
置
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
の
民
間
保
育
所
７
園
、
公
立
保

育
所
２
園
の
計
９
園
に
看
護
師
を
配

置
し
て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
医
療
的
ケ

ア
児
は
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
１
名

で
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事

業
の
概
要
と
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
る
在
宅
の

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
訪
問
看
護
利
用
料
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
、
現
在
１
名
が
利
用
し
て
い
る
。

市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
医
療
的

ケ
ア
児
の
現
状
と
受
入
れ
準
備
に
つ

い
て
問
う
。

現
在
、
医
療
的
ケ
ア
児
は
２
名
在
籍

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
１
名

増
え
る
。
受
入
れ
準
備
は
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
市
内
小
中
学
校
へ
の
就
学
が
判
明
し

た
時
点
で
保
護
者
か
ら
生
活
実
態
な
ど
を

聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
団
体
と

連
絡
会
議
等
を
実
施
し
、
対
象
児
の
状
況

を
確
認
。
そ
の
実
態
を
考
慮
し
た
上
で
学

校
へ
看
護
師
を
配
置
し
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
運
営
協
議
会
の
設
置
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ
い
て
問
う
。

現
時
点
で
は
未
設
置
、
未
策
定
で
あ

る
。
現
在
は
、
関
係
団
体
と
の
連
絡

会
議
が
協
議
会
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
県
が
策
定
し
た
も
の

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
研
究
し
た
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る

効
果
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
児
童
相
談
担
当
者
、
母
子
保
健

担
当
保
健
師
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
同
一
の
部
署
と
な
り
、「
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
」

の
強
化
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
や
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
状
況
を

把
握
し
、
一
元
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る

と
考
え
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
行
動
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

子
ど
も
の
施
策
に
関
す
る
国
の
方
向

性
を
勘
案
し
、
令
和
６
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
会
の
役
割

に
つ
い
て
問
う
。

委
員
は
学
識
経
験
者
、
弁
護
士
、
社

会
福
祉
士
の
３
名
。
子
ど
も
の
権
利

の
侵
害
に
関
し
て
、①
相
談
に
対
す
る
助

言
や
支
援
、②
救
済
の
申
立
て
に
つ
い
て

の
調
査
、③
是
正
の
た
め
の
調
整
、④
市
の

機
関
に
対
し
必
要
な
措
置
の
要
請
を
行
う
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
権
利
条
例

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援

山
野
　義
人

黎
　
明
　
会

や
ま
の

よ
し
ひ
と
▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

録画映像

生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
に
困
窮
す

る
方
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に

応
じ
て
必
要
な
保
護
を
行
い
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
本
市
の
生
活
保
護
率
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
の
保
護
率
は
55
・
５
パ

ー
ミ
ル
、
保
護
費
は
42
億
７
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
福
岡
県
内
の
市
の

中
で
２
番
目
に
高
い
保
護
率
で
あ
る
。
筑

豊
地
域
の
保
護
率
は
、
県
平
均
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
る
。

他
自
治
体
と
比
較
し
て
生
活
保
護
率

が
高
い
傾
向
に
あ
る
理
由
を
問
う
。

炭
鉱
閉
山
時
に
離
職
者
の
多
く
が
生

活
保
護
を
申
請
し
た
歴
史
的
背
景
に

加
え
、
田
川
地
域
に
お
け
る
求
人
の
多
く

が
医
療
・
介
護
等
の
福
祉
系
専
門
職
に
限

ら
れ
、
被
保
護
者
が
長
期
的
、
安
定
的
に

就
労
で
き
る
環
境
が
少
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
64
・
５
％
を

高
齢
者
世
帯
が
占
め
て
お
り
、
生
活
保
護

か
ら
の
自
立
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

本
市
に
お
け
る
生
活
保
護
受
給
者
へ

の
自
立
支
援
の
現
状
と
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

健
康
相
談
や
受
診
勧
奨
等
の
支
援
、

就
労
可
能
な
生
活
保
護
受
給
者
に
対

す
る
定
期
的
な
求
職
面
談
等
、
個
々
の
世

帯
状
況
に
合
わ
せ
、
各
種
相
談
員
や
関
係

機
関
と
の
連
携
、
協
力
を
行
い
な
が
ら
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
生
活
保
護
受
給
者
を
取
り
巻
く
多

様
な
問
題
に
対
し
、
各
種
専
門
員
、
関
係

機
関
と
更
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
支
援

の
輪
か
ら
一
人
も
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
細
や
か
な
対
応
に
努
め
た
い
。

生
活
困
窮
者
の
定
義
を
問
う
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
、

就
労
や
心
身
の
状
況
、
地
域
社
会
と

の
関
係
性
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
現
に

経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
者
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
自
立
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
か
問
う
。

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給

付
金
事
業
、
家
計
改
善
支
援
事
業
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
・
生
活
支
援
事
業
の

計
４
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
の
問
題
は
複
合
化
し
て

い
る
。
国
が
定
め
る
制
度
で
対
応
で

き
な
い
自
立
支
援
に
つ
い
て
、
民
間
等
の

能
力
を
活
用
で
き
な
い
か
。

重
層
的
支
援
体
制
構
築
に
向
け
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
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能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
全
国
的
に

防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

の
指
定
避
難
所
に
お
け
る
食
料
や
生
活
物

資
の
備
蓄
状
況
を
問
う
。

新
中
学
校
２
校
に
、
食
料
や
保
存
水
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
、
福

祉
避
難
所
で
あ
る
中
央
隣
保
館
に
も
食
料

や
保
存
水
等
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
時
に
食
料
や
飲
料
水
等
を
優
先
的
に

本
市
が
提
供
を
受
け
る
協
定
を
各
事
業
者

と
締
結
し
て
い
る
。

保
存
期
限
が
近
づ
い
た
備
蓄
食
料
は

現
状
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
啓
発

を
兼
ね
た
配
布
だ
け
で
は
配
り
切
れ
ず
、

大
量
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
の
た
め
に
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
附
す

る
な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
活
動

団
体
を
通
じ
て
、
子
ど
も
食
堂
や
支

援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
提
供
な
ど
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
年
度
か
ら
本
市
で
実
施
さ
れ
る
給

食
費
無
償
化
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ

が
、
他
自
治
体
の
事
例
か
ら
、
食
材
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
る
質
の
低
下
を
懸
念
し
て

い
る
。
市
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

最
近
の
原
油
高
や
円
安
の
影
響
で
、

学
校
給
食
に
お
い
て
も
多
く
の
食
材
価
格

が
値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い

て
は
交
付
金
等
を
活
用
し
て
給
食
の
質
の

維
持
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
無
償
化
後
も

同
様
の
取
り
組
み
に
努
め
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ

推
進
室
は
、
専
門
性
が
高
い
分
野
で

あ
る
。
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
外
部
の

専
門
人
材
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｄ
Ｘ
は
広
範
囲
で
専
門
的
な
領
域
が

多
い
。
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
専
門

知
識
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や

民
間
企
業
と
の
連
携
等
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
で
実
施
さ
れ
て
き
た
Ｄ
Ｘ
施
策

は
、
目
新
し
さ
は
あ
る
が
有
効
性
や

利
便
性
に
疑
問
を
感
じ
る
も
の
が
多
く
、

補
助
金
あ
り
き
で
の
導
入
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。
ど
う
い
っ
た
形
で
意

思
決
定
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、

今
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
会
議
を
最
高
意
思
決

定
機
関
と
し
、
各
課
か
ら
の
事
業
提

案
を
受
け
て
選
定
し
て
い
る
。
補
助
金
を

活
用
し
た
施
策
だ
け
で
な
く
事
業
費
０
円

の
事
業
も
あ
る
。
今
後
の
Ｄ
Ｘ
施
策
選
定

の
方
向
性
と
し
て
は
、
住
民
と
の
接
点
に

な
る
部
分
の
改
革
に
注
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

給
食
費
無
償
化
に
伴
う
給
食
の
質
の
担
保

本
市
の
Ｄ
Ｘ
関
連
施
策

防
災
対
策

録画映像

今
村
　寿
人

孔
　
志
　
会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

議
員

▼
代
表
質
問

福
智
山
断
層
帯
で
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
か
な
り
の
被
害
が
想
定
さ
れ

る
が
、
地
震
発
生
の
可
能
性
及
び
本
市
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

福
智
山
断
層
帯
の
活
動
に
よ
り
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
の
震
度
は

震
度
６
弱
、
一
部
で
震
度
６
強
が
想
定
さ

れ
る
。
地
震
発
生
確
率
は
、
ほ
ぼ
０
％
か

ら
３
％
で
あ
る
が
、
油
断
は
で
き
な
い
。

防
災
対
策
と
し
て
、
市
民
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
・
周
知
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
へ

の
資
機
材
購
入
費
の
助
成
、
地
域
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
水
や
食
料
の
備
蓄
、
避
難
所
に
必
要

な
マ
ッ
ト
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を

整
備
し
て
い
る
。
な
お
、
他
の
自
治
体
と

大
規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
応
援
協
定
も

締
結
し
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
空
き
家
は
、
災
害
発
生

時
に
倒
壊
や
火
災
な
ど
、
被
害
拡
大

に
つ
な
が
り
危
険
で
あ
る
。
行
政
区
も
対

応
に
悩
ん
で
お
り
、
法
令
や
解
体
補
助
金

等
を
活
用
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
。
現
状
と
対
策
を
問
う
。

空
家
対
策
特
別
措
置
法
及
び
田
川
市

空
家
条
例
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
所

有
者
等
を
調
査
し
た
上
で
、
適
正
管
理
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
補
助

金
に
よ
り
解
体
を
後
押
し
し
て
い
る
。

本
市
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
現
状
と
、

防
災
拠
点
と
な
る
市
庁
舎
の
耐
震
性

及
び
建
替
え
の
検
討
状
況
等
を
問
う
。

本
市
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
耐
震
診

断
義
務
の
あ
る
７
８
６
施
設
の
耐
震

診
断
及
び
補
強
を
行
っ
た
結
果
、
耐
震
性

あ
り
の
施
設
が
７
８
５
棟
、
耐
震
安
全
性

が
不
十
分
な
施
設
は
庁
舎
本
館
１
棟
で
あ

っ
た
。
庁
舎
は
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
総

合
的
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
に
方

向
性
を
決
め
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
通
院
す
る
時
刻

に
走
っ
て
い
な
い
な
ど
の
声
を
聞
く
。
再

編
す
る
際
、
市
民
の
要
望
や
専
門
家
の
助

言
は
反
映
し
て
い
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
の
要

望
、
苦
情
は
管
理
し
て
お
り
、
ル
ー

ト
や
ダ
イ
ヤ
の
設
定
に
は
、
バ
ス
の
乗
降

デ
ー
タ
も
活
用
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事

業
者
と
共
同
で
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

西
鉄
バ
ス
後
藤
寺
営
業
所
か
ら
後
藤

寺
駅
ま
で
の
区
間
で
、
仕
事
や
学
校

か
ら
帰
宅
す
る
夕
方
の
時
間
帯
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
か
。
　
　

当
区
間
の
移
動
需
要
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
全
域
で
多
く
の
方
の

移
動
手
段
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

公
共
交
通
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議
決
結
果

当
初
予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
紹
介

一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

避
難
所
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き

医
療
的
ケ
ア
児
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

▼
代
表
質
問

議
員

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

本
市
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状
と
看
護
師
の

配
置
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
の
民
間
保
育
所
７
園
、
公
立
保

育
所
２
園
の
計
９
園
に
看
護
師
を
配

置
し
て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
医
療
的
ケ

ア
児
は
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
１
名

で
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事

業
の
概
要
と
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
る
在
宅
の

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
訪
問
看
護
利
用
料
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
、
現
在
１
名
が
利
用
し
て
い
る
。

市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
医
療
的

ケ
ア
児
の
現
状
と
受
入
れ
準
備
に
つ

い
て
問
う
。

現
在
、
医
療
的
ケ
ア
児
は
２
名
在
籍

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
１
名

増
え
る
。
受
入
れ
準
備
は
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
市
内
小
中
学
校
へ
の
就
学
が
判
明
し

た
時
点
で
保
護
者
か
ら
生
活
実
態
な
ど
を

聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
団
体
と

連
絡
会
議
等
を
実
施
し
、
対
象
児
の
状
況

を
確
認
。
そ
の
実
態
を
考
慮
し
た
上
で
学

校
へ
看
護
師
を
配
置
し
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
運
営
協
議
会
の
設
置
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ
い
て
問
う
。

現
時
点
で
は
未
設
置
、
未
策
定
で
あ

る
。
現
在
は
、
関
係
団
体
と
の
連
絡

会
議
が
協
議
会
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
県
が
策
定
し
た
も
の

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
研
究
し
た
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る

効
果
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
児
童
相
談
担
当
者
、
母
子
保
健

担
当
保
健
師
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
同
一
の
部
署
と
な
り
、「
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
」

の
強
化
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
や
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
状
況
を

把
握
し
、
一
元
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る

と
考
え
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
行
動
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

子
ど
も
の
施
策
に
関
す
る
国
の
方
向

性
を
勘
案
し
、
令
和
６
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
会
の
役
割

に
つ
い
て
問
う
。

委
員
は
学
識
経
験
者
、
弁
護
士
、
社

会
福
祉
士
の
３
名
。
子
ど
も
の
権
利

の
侵
害
に
関
し
て
、①
相
談
に
対
す
る
助

言
や
支
援
、②
救
済
の
申
立
て
に
つ
い
て

の
調
査
、③
是
正
の
た
め
の
調
整
、④
市
の

機
関
に
対
し
必
要
な
措
置
の
要
請
を
行
う
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
権
利
条
例

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援

山
野
　義
人

黎
　
明
　
会

や
ま
の

よ
し
ひ
と
▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

録画映像

生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
に
困
窮
す

る
方
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に

応
じ
て
必
要
な
保
護
を
行
い
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
本
市
の
生
活
保
護
率
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
の
保
護
率
は
55
・
５
パ

ー
ミ
ル
、
保
護
費
は
42
億
７
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
福
岡
県
内
の
市
の

中
で
２
番
目
に
高
い
保
護
率
で
あ
る
。
筑

豊
地
域
の
保
護
率
は
、
県
平
均
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
る
。

他
自
治
体
と
比
較
し
て
生
活
保
護
率

が
高
い
傾
向
に
あ
る
理
由
を
問
う
。

炭
鉱
閉
山
時
に
離
職
者
の
多
く
が
生

活
保
護
を
申
請
し
た
歴
史
的
背
景
に

加
え
、
田
川
地
域
に
お
け
る
求
人
の
多
く

が
医
療
・
介
護
等
の
福
祉
系
専
門
職
に
限

ら
れ
、
被
保
護
者
が
長
期
的
、
安
定
的
に

就
労
で
き
る
環
境
が
少
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
64
・
５
％
を

高
齢
者
世
帯
が
占
め
て
お
り
、
生
活
保
護

か
ら
の
自
立
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

本
市
に
お
け
る
生
活
保
護
受
給
者
へ

の
自
立
支
援
の
現
状
と
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

健
康
相
談
や
受
診
勧
奨
等
の
支
援
、

就
労
可
能
な
生
活
保
護
受
給
者
に
対

す
る
定
期
的
な
求
職
面
談
等
、
個
々
の
世

帯
状
況
に
合
わ
せ
、
各
種
相
談
員
や
関
係

機
関
と
の
連
携
、
協
力
を
行
い
な
が
ら
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
生
活
保
護
受
給
者
を
取
り
巻
く
多

様
な
問
題
に
対
し
、
各
種
専
門
員
、
関
係

機
関
と
更
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
支
援

の
輪
か
ら
一
人
も
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
細
や
か
な
対
応
に
努
め
た
い
。

生
活
困
窮
者
の
定
義
を
問
う
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
、

就
労
や
心
身
の
状
況
、
地
域
社
会
と

の
関
係
性
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
現
に

経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
者
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
自
立
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
か
問
う
。

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給

付
金
事
業
、
家
計
改
善
支
援
事
業
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
・
生
活
支
援
事
業
の

計
４
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
の
問
題
は
複
合
化
し
て

い
る
。
国
が
定
め
る
制
度
で
対
応
で

き
な
い
自
立
支
援
に
つ
い
て
、
民
間
等
の

能
力
を
活
用
で
き
な
い
か
。

重
層
的
支
援
体
制
構
築
に
向
け
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援

議会のおしらせ No.224 11 議会のおしらせ No.224 10

能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
全
国
的
に

防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

の
指
定
避
難
所
に
お
け
る
食
料
や
生
活
物

資
の
備
蓄
状
況
を
問
う
。

新
中
学
校
２
校
に
、
食
料
や
保
存
水
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
、
福

祉
避
難
所
で
あ
る
中
央
隣
保
館
に
も
食
料

や
保
存
水
等
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
時
に
食
料
や
飲
料
水
等
を
優
先
的
に

本
市
が
提
供
を
受
け
る
協
定
を
各
事
業
者

と
締
結
し
て
い
る
。

保
存
期
限
が
近
づ
い
た
備
蓄
食
料
は

現
状
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
啓
発

を
兼
ね
た
配
布
だ
け
で
は
配
り
切
れ
ず
、

大
量
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
の
た
め
に
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
附
す

る
な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
活
動

団
体
を
通
じ
て
、
子
ど
も
食
堂
や
支

援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
提
供
な
ど
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
年
度
か
ら
本
市
で
実
施
さ
れ
る
給

食
費
無
償
化
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ

が
、
他
自
治
体
の
事
例
か
ら
、
食
材
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
る
質
の
低
下
を
懸
念
し
て

い
る
。
市
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

最
近
の
原
油
高
や
円
安
の
影
響
で
、

学
校
給
食
に
お
い
て
も
多
く
の
食
材
価
格

が
値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い

て
は
交
付
金
等
を
活
用
し
て
給
食
の
質
の

維
持
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
無
償
化
後
も

同
様
の
取
り
組
み
に
努
め
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ

推
進
室
は
、
専
門
性
が
高
い
分
野
で

あ
る
。
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
外
部
の

専
門
人
材
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｄ
Ｘ
は
広
範
囲
で
専
門
的
な
領
域
が

多
い
。
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
専
門

知
識
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や

民
間
企
業
と
の
連
携
等
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
で
実
施
さ
れ
て
き
た
Ｄ
Ｘ
施
策

は
、
目
新
し
さ
は
あ
る
が
有
効
性
や

利
便
性
に
疑
問
を
感
じ
る
も
の
が
多
く
、

補
助
金
あ
り
き
で
の
導
入
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。
ど
う
い
っ
た
形
で
意

思
決
定
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、

今
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
会
議
を
最
高
意
思
決

定
機
関
と
し
、
各
課
か
ら
の
事
業
提

案
を
受
け
て
選
定
し
て
い
る
。
補
助
金
を

活
用
し
た
施
策
だ
け
で
な
く
事
業
費
０
円

の
事
業
も
あ
る
。
今
後
の
Ｄ
Ｘ
施
策
選
定

の
方
向
性
と
し
て
は
、
住
民
と
の
接
点
に

な
る
部
分
の
改
革
に
注
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

給
食
費
無
償
化
に
伴
う
給
食
の
質
の
担
保

本
市
の
Ｄ
Ｘ
関
連
施
策

防
災
対
策

録画映像

今
村
　寿
人

孔
　
志
　
会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

議
員

▼
代
表
質
問

福
智
山
断
層
帯
で
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
か
な
り
の
被
害
が
想
定
さ
れ

る
が
、
地
震
発
生
の
可
能
性
及
び
本
市
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

福
智
山
断
層
帯
の
活
動
に
よ
り
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
の
震
度
は

震
度
６
弱
、
一
部
で
震
度
６
強
が
想
定
さ

れ
る
。
地
震
発
生
確
率
は
、
ほ
ぼ
０
％
か

ら
３
％
で
あ
る
が
、
油
断
は
で
き
な
い
。

防
災
対
策
と
し
て
、
市
民
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
・
周
知
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
へ

の
資
機
材
購
入
費
の
助
成
、
地
域
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
水
や
食
料
の
備
蓄
、
避
難
所
に
必
要

な
マ
ッ
ト
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を

整
備
し
て
い
る
。
な
お
、
他
の
自
治
体
と

大
規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
応
援
協
定
も

締
結
し
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
空
き
家
は
、
災
害
発
生

時
に
倒
壊
や
火
災
な
ど
、
被
害
拡
大

に
つ
な
が
り
危
険
で
あ
る
。
行
政
区
も
対

応
に
悩
ん
で
お
り
、
法
令
や
解
体
補
助
金

等
を
活
用
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
。
現
状
と
対
策
を
問
う
。

空
家
対
策
特
別
措
置
法
及
び
田
川
市

空
家
条
例
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
所

有
者
等
を
調
査
し
た
上
で
、
適
正
管
理
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
補
助

金
に
よ
り
解
体
を
後
押
し
し
て
い
る
。

本
市
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
現
状
と
、

防
災
拠
点
と
な
る
市
庁
舎
の
耐
震
性

及
び
建
替
え
の
検
討
状
況
等
を
問
う
。

本
市
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
耐
震
診

断
義
務
の
あ
る
７
８
６
施
設
の
耐
震

診
断
及
び
補
強
を
行
っ
た
結
果
、
耐
震
性

あ
り
の
施
設
が
７
８
５
棟
、
耐
震
安
全
性

が
不
十
分
な
施
設
は
庁
舎
本
館
１
棟
で
あ

っ
た
。
庁
舎
は
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
総

合
的
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
に
方

向
性
を
決
め
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
通
院
す
る
時
刻

に
走
っ
て
い
な
い
な
ど
の
声
を
聞
く
。
再

編
す
る
際
、
市
民
の
要
望
や
専
門
家
の
助

言
は
反
映
し
て
い
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
の
要

望
、
苦
情
は
管
理
し
て
お
り
、
ル
ー

ト
や
ダ
イ
ヤ
の
設
定
に
は
、
バ
ス
の
乗
降

デ
ー
タ
も
活
用
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事

業
者
と
共
同
で
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

西
鉄
バ
ス
後
藤
寺
営
業
所
か
ら
後
藤

寺
駅
ま
で
の
区
間
で
、
仕
事
や
学
校

か
ら
帰
宅
す
る
夕
方
の
時
間
帯
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
か
。
　
　

当
区
間
の
移
動
需
要
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
全
域
で
多
く
の
方
の

移
動
手
段
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

公
共
交
通
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一般質問

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託

録画映像

▼
個
人
質
問

議
員

梶
原
み
つ
子

新
　風
　会

か
じ
わ
ら

こ

当
該
業
務
に
関
わ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

業
者
の
選
定
に
つ
い
て
、
公
平
性
、

透
明
性
及
び
客
観
性
が
担
保
さ
れ
た
の
か
、

疑
義
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に

あ
る
。
市
民
の
関
心
事
で
も
あ
り
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
調
査
・
検
証
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

こ
の
調
査
は
、
予
断
を
排
除
し
、
証

拠
に
基
づ
く
事
実
を
積
み
重
ね
る
方

法
で
調
査
し
て
い
る
。
業
務
に
関
連
す
る

資
料
の
確
認
作
業
を
終
え
、
現
在
は
関
係

職
員
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
過

程
に
お
い
て
、
不
適
切
な
手
続
き
等

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
委
託
業
者
の

変
更
も
検
討
す
る
の
か
。
見
解
を
問
う
。

法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
正
に

対
応
し
た
い
。

農
業
の
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
る

中
、
本
市
に
お
け
る
特
徴
の
あ
る
農

産
物
創
出
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
を
問
う
。

令
和
４
年
に
策
定
し
た
田
川
市
農
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
農
業
者
の
生
産

か
ら
販
路
拡
大
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
課
題

に
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
情
報
集
積

拠
点
と
し
て
、
農
業
者
、
企
業
、
行
政
で

構
成
す
る
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し

た
。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
を
考
え
、

本
市
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
農
産

物
開
発
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

移
動
手
段
が
な
い
な
ど
図
書
館
を
利

用
し
に
く
い
市
民
に
対
し
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
移
動
図
書
館
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

図
書
館
の
指
定
管
理
業
務
の
一
つ
と

し
て
、
指
定
管
理
者
が
専
用
車
両
１

台
を
使
用
し
、
月
単
位
で
一
巡
す
る
図
書

の
貸
出
事
業
を
実
施
。
巡
回
場
所
は
小
中

学
校
や
高
齢
者
施
設
、
公
民
館
な
ど
67
か

所
で
、
貸
出
実
績
は
年
々
増
加
し
、
貸
出

の
８
割
近
く
は
、
児
童
書
が
占
め
て
い
る
。

施
設
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
雨
漏

り
等
の
困
り
事
を
よ
く
耳
に
す
る
。

施
設
の
問
題
点
を
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
改
修
し
て
い
る
の
か
問
う
。

各
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
か
ら
各
学
校
の

業
務
責
任
者
を
通
じ
て
受
託
業
者
が

集
約
し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
と
修
繕
依

頼
が
あ
る
こ
と
で
問
題
点
等
を
把
握
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
修
繕

等
依
頼
件
数
は
35
件
で
、
教
育
委
員
会
作

業
班
職
員
に
よ
る
直
営
作
業
や
業
者
発
注

に
よ
り
速
や
か
に
対
応
し
て
い
る
。

移
動
図
書
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

農
業
施
策

困
難
女
性
支
援
法（
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
）

▼
個
人
質
問

録画映像

令
和
６
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

困
難
女
性
支
援
法
の
目
的
、
基
本
理

念
、
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

困
難
女
性
支
援
法
は
、
時
代
の
変
化

に
伴
い
多
様
化
、
複
雑
化
、
複
合
化

し
た
問
題
を
抱
え
る
女
性
を
包
括
的
に
支

援
す
る
こ
と
で
、
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
安
心
し
て
、
か
つ
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。
女
性
の

福
祉
の
増
進
や
人
権
尊
重
、
男
女
平
等
の

実
現
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
市
は
、

最
も
身
近
な
相
談
先
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
の
現
状
と
支
援
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

本
市
の
就
業
率
は
男
性
が
55
・
４
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
42
・
４
％
、

ま
た
、
そ
の
う
ち
正
規
雇
用
さ
れ
て
い
る

割
合
は
、
男
性
78
・
９
％
に
対
し
、
女
性

51
・
６
％
で
あ
る
。
令
和
６
年
１
月
末
時

点
で
、
生
活
保
護
受
給
の
全
世
帯
に
お
け

る
母
子
世
帯
の
割
合
は
、
４
・
９
％
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
に
お
け
る
母
子
世
帯

の
割
合
は
85
・
８
％
で
あ
る
。
本
市
へ
の

女
性
の
延
べ
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
６
３
８
件

と
、
前
年
同
月
比
で
１
・
95
倍
と
な
っ
て

い
る
。
相
談
内
容
は
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
こ
と

が
82
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
離

婚
問
題
や
経
済
的
な
問
題
、
職
場
等
の
人

間
関
係
、
就
職
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
相
談
者
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ

最
適
な
支
援
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
一
層
の
配
慮
や
説
明
を
要
す
る
場
合

も
あ
り
、
支
援
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

困
難
女
性
支
援
法
に
対
す
る
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

同
法
に
お
い
て
市
町
村
の
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
る
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
、
県
の
基
本
計
画
を
注
視
し
な
が

ら
策
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
現
在
２
名
配
置
し
て
い
る
相
談
員
に

つ
い
て
、
県
が
求
め
る
体
制
整
備
を
検
討

す
る
。
さ
ら
に
、
女
性
へ
の
支
援
に
携
わ

る
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
支
援
調
整

会
議
の
設
置
や
、
民
間
支
援
団
体
と
の
協

働
に
よ
る
新
た
な
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
、
本
市
の
現
状
や
問
題
点
、
そ
の
課

題
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

困
難
女
性
の
問
題
は
、
社
会
構
造
の

問
題
で
あ
り
、
行
政
が
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
本
市
は
他
の
市
町
村
よ
り
も

支
援
の
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
法
に
お
い
て
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い

る
項
目
で
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
伴
走
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

議
員

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち
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